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「頸城区を元気にする地域協議会を目指して」
会長 上村 閨一

「住みたい、訪れたい」まち頸城区にするため、
各団体の皆さんと意見交換をしながら問題解決に
向けて進めていければと思っています。また、新
たな委員を交えて活発な意見交換を行い、未来に
つながる地域独自の予算事業の実施を目指します。
これからも地域の発展に向け、地域協議会委員

として発信をしていく所存です。地域の皆様のご
理解とご支援をお願い申し上げます。

「地域の活性化に向けて」 副会長 新保 哲男

地域協議会では、まちづくりのテーマとして定
めた「住みたい、訪れたい」まち頸城区を将来像
として、地域で抱える課題解決を皆様と進め、地
域の意見として市長へ届ける役割を果たしたいと
思います。
また、地域を元気にするための地域独自の予算

事業では、各団体間の連携を図り、取組に積極的
に参加することで頸城区の活性化に少しでも貢献
できればと思います。

「頸城区の住民として地域の課題に気付き、
向き合い、地域活性の力になりたい」 安樂 大

８年程前にも、他区で地域協議会委員を務めま
した。その頃から、地域を活性化するための若者
の担い手不足等を感じ活動を続けてきました。
課題は散見していますが、何より、私が仕事と

している福祉の分野を地域とつなげ、地域の皆様
の声を聞きながら、どのように上越の福祉を活性
化させていくかを考え取り組んでまいります。

「未来につなぐ」 太田 和枝

頸城で生まれ育ち頸城区が大好きです。いつで
も帰ってきたい頸城区・ずっと居たい頸城区で
あってほしい。皆がそう思える地域・環境づくり
に携われることができ嬉しく思います。
皆様の意見や声を聞きながら課題解決に向けて

取り組み、より良い頸城区を未来につなげること
ができるといいなと考えています。

「地域のために何かを」 小川 泉

１期４年間、先輩方と力を合わせ恐る恐る務め
てきました。２期目としては、地域のために何が
できるか考えていきたいと思っています。
この地域には、大池・小池といろいろなお宝そ

して古い館などがあります。私自身も頸城区の歴
史を見つめ直す良い機会になると思いました。
頸城区の活性化に向け皆様と共に今一度委員を

務めたいと思っています。よろしくお願いします。

「頸城区を自分事として」 上村 淳

地域協議会委員に就任以来、頸城区の活性化を
目指した様々な組織や外郭団体による前向きで地
道なまちづくり活動が行われていることに気づか
されました。
「頸城区の魅力を多くの方々に理解していただ

くには？」「課題解決に必要なことは？」―自分
事として考え、行動できる委員でありたいと思い
ます。

「頸城区の未来に何が必要か」 滝本 篤透

早いもので３期目をさせていただくこととなり
ました。
地域独自の予算事業の本格始動を機に各区がど

れだけ将来を見据えているかが見えてきます。継
承・継続とあわせて、人口減少問題にシフトして
いくことが急務。
引き続き多くの方々と関わりを持ち、積極的に

活動してまいります。

「地域協議会委員として」 竹田 由紀子

この度、お声がけいただき、地域協議会委員と
して参加させていただくことになりました。
まだまだ手探り状態ですが、自分の住んでいる

地域を知り、良いところは更に活性化させていき
たいと思います。また、新たな魅力も発掘するこ
とによって、頸城区が発展するように、そして皆
様が安全・安心で住みやすい地域を実現するため
に、少しでも貢献できるよう頑張っていきます。

第６期の頸城区地域協議会がスタート！ 新委員からのご挨拶



2

「魅力あるまちづくりを目指して」 西巻 肇

３期目の任期になります。
「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現に向

けて、新たに地域協議会委員になられた６名を含
む委員の方々や多くの団体、町内会や地域の方々
と議論し、魅力あるまちづくりに向け努力してま
いります。
多くの方々のご理解とご協力をお願いいたします。

「他人事ではなく自分事として」 橋本 春美

「不易流行」とはいつまでも変わらない本質的
なものを大切にしつつ、新しい変化も取り入れる
こと。これからの地域づくりにはその不易流行が
必要だと感じます。
頸城区の歴史を知り活かしながら、上越一多文

化共生を目指す地域として内にも外にも目を向け、
地域行事も様々な課題も自分事の意識を持ち、取
り組んでまいります。

「地域協議会委員３期目を迎えて」 船木 貴幸

新市長誕生で激動の前期だった。そもそも旧態
依然の地域自治区制度のままで、現状に沿った見
直しが必要とされていた。今年度それがようやく
進められることになる。
今後、行政と地域協議会、活動団体等との意見

交換を経て、新しい地域自治区制度が作られる。
このタイミングで、地域協議会の一員としてより
良い制度となるよう意見を述べていこうと思う。

「頸城区の未来を見つめて」 望月 博

合併前後から住民自身が育ててきた組織が頸城
区内にある。しかし、人口減少や高齢化により組
織運営が疲弊し、先行きへの懸念が増している。
各区に設定された行政組織である地域協議会は、
自治区の中心として市と住民組織の架け橋となり
指導力を発揮する時期に来ている。
こうした考えの基に地域協議会委員として活動

していこうと考えている。

「地域協議会委員として」 吉越 真紀

地域協議会委員となり、改めて頸城区のことを
考えることが多くなりました。そう思っていると、
同じ思いでいる方と出会うものです。この出会い
が広がれば、皆の力で活力ある頸城区に、また皆
様の心も身体も豊かになることと思います。そし
て、私は頸城に生まれ育ち、今があることに感謝
しています。これからは、少しでも多くの意見を
聞き、地域活性化を実現させていきたいです。

「ふるさとへの恩返し」 渡辺 繁雄

３年近く前に生まれ故郷である頸城区に４０年
振りに戻ってきました。頸城区の現状として、人
口やバスの運行本数は減り、対して高齢者世帯、
空き家及び耕作放棄地は増えています。このよう
な中でも、頸城区ではいろいろな催しを行ってい
ることを知り驚きました。
地域協議会を通して、魅力ある地域づくりを行

い、育った故郷に恩返ししたいと思います。

地

域

協

議
会

の

う

ご

き

■
５
月
13
日

第
１
回
地
域
協
議
会

・
地
域
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
（
協
議
）

・
上
越
市
地
区
公
共
交
通
懇
話
会
委
員
及
び
頸
城
区
地
域
福
祉
懇
談
会

委
員
の
選
出
に
つ
い
て
（
協
議
）

・
地
域
協
議
会
委
員
の
委
員
証
及
び
名
刺
に
つ
い
て
（
報
告
）

・
令
和
６
年
度
頸
城
区
総
合
事
務
所
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
（
報
告
）

・
令
和
６
年
度
頸
城
区
に
お
け
る
主
な
事
業
に
つ
い
て
（
報
告
）

・
令
和
６
年
度
地
域
独
自
の
予
算
事
業
に
つ
い
て
（
報
告
）

・
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進
に
関
す
る
計
画
「
地
域
計
画
」
の
策
定

に
つ
い
て
（
報
告
）

■
６
月
８
日

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
（頸
城
区
内
巡
検
）

・
内
容
：
頸
城
区
の
特
長
や
成
り
立
ち
な
ど

・
講
師
：
西
山
義
則
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

く
び
き
の
お
宝
の
こ
す
会

会
長
）

■
６
月
19
日

第
２
回
地
域
協
議
会

・
地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
進
捗
状
況
及
び
担
当
者
に
つ
い
て
（
協

議
）

・
地
域
協
議
会
に
お
け
る
令
和
６
年
度
の
新
た
な
取
組
に
つ
い
て
（
報

告
）

・
地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
（
報
告
）

■
７
月
17
日

第
３
回
地
域
協
議
会

・
「
地
域
独
自
の
予
算
事
業
」
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
（
自
主
的
な

審
議
）

・
「
地
域
独
自
の
予
算
事
業
」
各
事
業
に
お
け
る
代
表
者
に
つ
い
て

（
自
主
的
な
審
議
）

・
今
後
の
地
域
協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
（
報
告
）

・
地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
状
況
及
び
地
域
独
自
の
予
算

事
業
の
経
過
措
置
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
報
告
）

■
７
月
23
日

地
域
独
自
の
予
算
事
業
意
見
交
換
会

・
令
和
７
年
度
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
地
域
独
自
の
予
算
事
業
に
つ

い
て
（
意
見
交
換
）

■
８
月
21
日

第
４
回
地
域
協
議
会

・
地
域
独
自
の
予
算
事
業
の
意
見
交
換
会
の
振
り
返
り
（
自
主
的
な
審

議
）

・
地
域
協
議
会
正
副
会
長
意
見
交
換
に
つ
い
て
（
報
告
）
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令和６年度地域独自の予算事業の活動内容

歌
お
う
踊
ろ
う
！
く
び
き
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

７
月
に
「
歌
お
う
踊
ろ

う
！
く
び
き
国
際
交
流

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
を
目
指
す

頸
城
区
。
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
「
目
標
」
は
、
住

民
が
楽
し
く
交
流
し
顔
見

知
り
に
な
る
こ
と
。
そ
し

て
、
目
標
の
先
に
あ
る

「
目
的
」
は
、
災
害
等
の

緊
急
時
に
は
国
籍
や
言
語

を
問
わ
ず
全
て
の
住
民
が

安
全
に
確
実
に
避
難
で
き

る
こ
と
で
す
。

お
互
い
が
「
外
国
人
」

で
あ
る
私
達
に
は
、
言
葉

や
生
活
習
慣
の
違
い
な
ど

大
き
な
壁
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
交
流
を
通
し
お

互
い
の
理
解
が
深
ま
り
、

壁
が
低
く
な
る
こ
と
で
、

万
が
一
、
災
害
が
発
生
し

避
難
す
る
際
に
声
を
掛
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。

「
目
標
」
の
先
の
「
目

的
」
を
再
認
識
し
、
皆
様

と
共
通
の
認
識
を
持
ち
、

こ
の
事
業
を
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

地
域
協
議
会
委
員

橋
本

春
美

花
の
苗

里
親
育
成
事
業

頸
城
区
の
地
域
独
自
の
予

算
事
業
で
は
、
頸
城
区
を
花

い
っ
ぱ
い
に
す
る
活
動
が
あ

り
ま
す
。
６
月
に
は
、
坂
口

記
念
館
で
挿
し
木
の
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
後
の
活
動
と
し

て
、
現
在
ど
の
町
内
も
高
齢

の
方
々
が
増
加
し
、
除
草
作

業
が
大
変
な
悩
み
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
当
事
業
で

は
、
雑
草
に
負
け
な
い
花
の

苗
を
育
て
、
学
校
、
町
内
会

な
ど
に
無
料
で
配
布
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
配
布
す
る

花
々
は
、
市
道
頸
城
線
沿
線

の
花
壇
に
お
い
て
元
気
に

茂
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
た

だ
け
ま
す
。
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ

ソ
ウ
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
成
長
し

グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

周
り
の
雑
草
に
も
負
け
ず
、

暑
さ
に
も
負
け
な
い
強
い
花

た
ち
で
す
。

ぜ
ひ
皆
様
と
、
花
い
っ
ぱ

い
活
動
で
頸
城
区
を
元
気
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
協
議
会
委
員

吉
越

真
紀

地域独自の予算事業とは・・・それぞれの地域の課題を解決し、活力の向上を図るために、地域の実情にあった取組を
更に実現していくことを目的とした上越市の事業です。
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編

集

後

記

令
和
６
年
４
月
に
地
域
協
議
会
委

員
の
改
選
が
あ
り
、
新
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
協
議
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

初
め
に
今
年
度
の
地
域
独
自
の
予

算
事
業
計
画
の
説
明
を
受
け
、
５
本

の
柱
で
あ
る

①
大
池
・
小
池
を
活

か
し
た
観
光

②
く
び
き
の
お
宝

（
レ
ー
ル
パ
ー
ク
、
館
）
活
用

③

季
節
の
花
が
咲
く
通
学
路
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク

④
外
国
人
市
民
の
交
流

と
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

⑤

情
報
発
信
、
子
ど
も
の
楽
し
む
場
に

つ
い
て
、
地
域
協
議
会
委
員
の
担
当

事
業
を
決
め
ま
し
た
。

既
に
令
和
６
年
度
の
事
業
も
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
７
月
に
は
令
和

７
年
度
の
地
域
独
自
の
予
算
事
業
の

提
案
を
予
定
し
て
い
る
各
団
体
等
と

の
意
見
交
換
を
通
し
て
、
団
体
が
目

指
す
方
向
性
を
知
る
と
と
も
に
、
頸

城
区
の
地
域
活
性
化
の
方
向
性
で
あ

る
「
住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
」
ま
ち

頸
城
区
に
結
び
付
く
よ
う
な
活
発
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
委
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(

地
域
協
議
会
委
員

小
川

泉)

地域独自の予算事業意見交換会を開催しました

―

頸
城
の
「ヒ
ト
・モ
ノ
・コ
ト
」
に

情
熱
を
か
け
る
方
々―

頸
城
区
内
の
約
15
の
活
動
団
体
の
代

表
者
や
関
係
者
が
、
①
大
池
・
小
池
を

活
か
し
た
観
光

②
く
び
き
の
お
宝

（
レ
ー
ル
パ
ー
ク
、
館
）
活
用

③
季

節
の
花
が
咲
く
通
学
路
、
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク

④
外
国
人
市
民
の
交
流
と

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

⑤
情
報

発
信
、
子
ど
も
の
楽
し
む
場
（
今
年
度

か
ら
新
規
）
の
５
つ
の
事
業
の
柱
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
後
の
発
表
で
は
、
日
頃
か

ら
の
地
道
な
取
組
と
熱
意
に
よ
り
着
実

な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
一
方
、
人
材
や

予
算
の
面
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
、
活
動
に
対
す
る
地
域
住
民
の
関

心
が
高
ま
ら
ず
参
画
や
協
働
に
結
び
付

け
る
の
に
苦
心
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
う

し
た
取
組
の
内
実
が
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
も
理
解
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
住

み
た
い
、
訪
れ
た

い
」
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
多
く
の

方
が
「
自
分
事
」

と
し
て
受
け
止
め

て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
地
域
協
議
会

委
員
と
し
て
力
に

な
れ
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。

(

地
域
協
議
会
委
員

上
村

淳)

ふ
る
さ
と
の
宝
を
保
存
し
、

後
世
に
歴
史
的
意
義
を
伝
え
る
事
業

頸
城
区
に
お
住
ま
い
の
方

で
あ
れ
ば
く
び
き
野
レ
ー
ル

パ
ー
ク
は
一
度
は
目
に
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

毎
年
５
月
５
日
と
６
月
か

ら
10
月
ま
で
（
８
月
を
除

く
）
の
第
３
日
曜
日
に
一
般

公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公

開
で
は
市
内
外
か
ら
多
数
の

親
子
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
売
り
は
、
50
年

以
上
前
に
実
際
に
頸
城
を

走
っ
て
い
た
車
両
に
乗
っ
て

触
れ
る
こ
と
で
す
。
お
客
様

を
乗
せ
て
車
両
を
走
ら
せ
る

た
め
に
安
全
に
は
細
心
の
注

意
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
肝

と
な
る
の
が
車
両
を
走
ら
せ

る
た
め
の
レ
ー
ル
の
保
線
で

す
。
レ
ー
ル
パ
ー
ク
は
軟
弱

地
盤
で
水
は
け
が
良
く
な
い

た
め
、
レ
ー
ル
を
固
定
す
る

枕
木
が
傷
み
や
す
く
、
毎
年

市
か
ら
の
補
助
金
を
利
用
し

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
作
業
は
市
外
か
ら
の
若
手

フ
ァ
ン
の
協
力
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
車
両
運
行
の
安
全
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
地
元
保
存
会
員
の

高
齢
化
が
進
み
、
市
外
の
若

手
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
な

状
態
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
車

両
が
頸
城
区
か
ら
移
転
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

ぜ
ひ
地
元
の
方
か
ら
の
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
協
議
会
委
員

船
木

貴
幸


